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論 文 内 容 の 要 旨

従来, 整数論において (1変数及び多変数をもこめて) 保型形式及びそれに対応して得られるDirichlet

級数の研究は, 主に, それらの個々の整数論的性質を調べることに集中し, 相互の間の関係を研究するこ

とはなされていなかった｡ 申請論文では, 題目の示す通 り, 複素上半平面に作用する2つの異なる不連続

群に関する保塑形式に対応する Dirichlet級数の関係を求めることを目標としている｡ すなわち, 代数拡

大とし有理数体 Q とその実2次拡大体 Q(ノ盲)(qは素数, …1mod4,Q (√7)の類数-1)をとり,

Q の整数環 Z と, Q(√盲)の整数環 O とをそれぞれ係数とする2つの群, Ilo(q)-
C=modqi

‡(ZB)esL2(Z)
及び SL2(O)に対し, 前者に関する1変数尖点形式(Neben塑)と後者に関する2変数Hilbert

保塑形式との関連を明らかにしているO その結果は, まさしく, 代数拡大体のゼータ函数における分解定

理と類似するものであり, この事実の意味することは極めて注目に価するものである. 先ず, ro(q) に関
00

する重さ kの (Neben塑) 尖点形式 f(jE)- ∑ ane2打ing (このf(3=) は Hecke作用素の同時固有函数になn-1め
っているものとする) 及びfp(g)- ∑apne2打inz(p は複素共役) に対応し, 2つの Dirichlet級数 L(S,f)n-i∞ OO
-∑ann-S 及び L (S, jL)-∑anpn-S を考察する｡ 次に, 与えられた実2次体 Q (J q ) において, 素 idealn-1 n-1

甲 に対し

野･甲′- p (鈍≠甲′) のとき C甲-C甲′-a少

甲- (i ) のとき C q3-a2b+ Zp k- 1

野- (ノq)のとき C甲-aq+aqp

で Cq3 を定義する (一般のidea1 9日こ対しては C9t を乗法的に C甲の直積で定義する)｡ この Cgi によ

って

L(S,メ) ･L(S,fp)-∑C gtN9rs
9(

が示され, L(S,j) ･L(S,fp)は実2次体 Q(石京)上の1つの Dirichlet級数を定めるが, 実は, 複素上
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半乎面 H の2個の直積 HxH 上の函数

h(Zl,Z2)- ∑C(p)∑ ejgi(- Zト6'ovIp′Z2)
FLED+/E+ リEE+

が SL2(a)に関する重さkの Hilbert保塑形式であることが示される (a.,E.,eo, および 〃′日はそれ

ぞれ D の総正元全体, 総正な単数全体, Q(√7)の基本単数および Q(ノ盲)の Q上の共役を表わす)0

当論文では拡大体を2次拡大の場合に限っているが, この結果は将来更に一般の代数拡大の場合へ拡張

され得ることの示唆を与えているものであって, この方面の研究の先駆的なものといえる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請者の研究は, 2つの重要な研究課題を与え, かつ将来, 一般化- の指示を与えている｡ その一つは

Hilbertmodularformsとellipticmodularformsの問に代数拡大体の素 idealへの分解法則がどの様に

伝播するかという, 今までにない新らしい視点に立っていることである｡ すなわち, 2つの代数体 K,L

(K ⊂L ) に対しそれぞれの整数環の元を係数とする不連続群に関し, それぞれの保型形式が考えられるが,

それらの保型形式の空間に働 くHecke作用素の間に代数拡大 し/K の idealの分解法則がそのまま反映

することを示唆している｡ 第2に, この研究結果は最近, 特に代数幾何学的考察によって発展しつつある

実2次体の場合の Hilbertmodularfunctionsで生成される函数体の non-singularmodelV の理論に

本質的に寄与するものである｡ すなわち, この研究結果に現れる1変数 (重さ2の) の尖点形式から出発

して得られる2変数 (重さ2の) Hilbert保型形式 h(Zl,Z2)は代数曲面 Ⅴ の次数 2の holomorphic

differentialformsを与えるが, 実はさらに正確に, Ⅴ の antisymmetricdifferentialforms(ofdegree

2)は互生三 h(Z l,Z2)から得られるという重要な結果を含んでいる｡ 以上を綜合すれば申請者の論文は

新しい保型形式の理論- の寄与を与える重要な結果を含むものである｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

尚, この調査の一部を土井公二助教授に依頼した｡
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